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市
で
は
、
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
臨
時
教

員
お
よ
び
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員

免
許
状
を
お
持
ち
の
方
（
３
月
31
日
ま
で
に

教
員
免
許
状
を
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）

▼
応
募
方
法　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
で
可
）を

学
校
教
育
課
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
採
用　

教
育
委
員
会
の
名
簿
に
登
録
の
上
、

教
員
に
欠
員
な
ど
が
生
じ
た
場
合
は
、
条
件

の
合
う
方
へ
連
絡
し
ま
す
。
そ
の
後
、
面
接

を
行
い
、
採
用
を
決
定
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
学
務
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
６

　

暖
房
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が

増
え
る
冬
、
県
で
は
今
年
も
地
球
温
暖
化
対
策

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で

す
。
身
の
回
り
の
で
き
る
こ
と
か
ら
、
冬
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

３
月
20
日
㈫
ま
で

冬
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は

・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
や
ベ
ス
ト
な
ど
の
重
ね
着
を
す
る

・
体
が
温
ま
る
飲
み
物
を
飲
む

・
簡
単
な
運
動
を
す
る

・
暖
房
温
度
を
20
度
以
下
に
設
定
す
る

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策

課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
０
３
８

臨
時
教
員
・
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す

行田市民大学　平成24年度新入生を募集します

基本理念
　希望に満ち、活気あふれる、明るいまちづくりには、市民一人ひ
とりが「志」を持って自ら学ぶことにより、見識を高め、能力を磨
いて、自主的に行動することが求められています。
　市民大学は多くの市民の方に、生涯学習の場を提供し、一人ひと
りが輝き、豊かな地域社会づくりに貢献することを目的とします。

　○「自ら学ぶこと」は、たのしいことです。
　○「共に学ぶ仲間に出会えること」は、うれしいことです。
　○「学んだことを日々の暮らしや地域社会に活かすこと」は、　
　　すばらしいことです。　

基本目標
1. 生涯学習と自己啓発による生きがいづくり
2. 出会い・交流・仲間づくり
3. 地域社会に役立つまちづくり
4. 市民と大学や地域との連携づくり

募集要項
▶修学期間　5月から2年間
▶時　　間　午前(原則木曜日）
▶場　　所　ものつくり大学(予定）
▶応募資格　市内在住・在勤で、16歳以上の方
▶募集人数　50人(定員を超えた場合は抽選）
▶学　　費　年間15,000円(期日までに振り込み）
　　　　　　※視察ツアーは別途負担あり
▶応募方法　市役所、教育委員会、各公民館などに用意してある所

定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、3月15日㈭ま
でに持参・郵送・FAXのいずれかの方法で申し込みく
ださい。

　　　　　 【持参・郵送】〒361－0052 行田市本丸２－20 行田
市教育委員会ひとつくり支援課【FAX】556－0770

▶入学決定　4月上旬までに応募者へ結果を通知します。
▶問い合わせ　同課生涯学習担当 ☎556－8319

回 内　　　容
１ 入学式、オリエンテーション
２ 「のぼうの城」を検証する…成田一族の盛衰
３ 忍城主はなぜ徳川幕府に重用されたのか
４ 第1回視察　郷土の歴史ロマンツアー
５ 郷土の誇り　古墳時代
６ 郷土の地形と成り立ち
７ 同窓会によるグループ研究発表
８ 「もったいない」が凝縮！省エネ都市・江戸
９ 秘密の講座　乞ご期待！
10 行田市の原点　日本一の足袋産業
11 自然の大切さ　みんなで学ぼう！
12 第2回視察　行田再発見!?自然観察会
13 ものつくり大学　学園祭でフィーバー !?
14 郷土の風習・文化を学ぶ　神楽と獅子舞
15 元気の出る街つくり
16 歴史考証 ー 目からウロコの出典は新約聖書？
17 原発・エネルギー問題
18 グループ研究の中間報告会
19 ヘレンケラーの心を支えた塙保己一と共生の心
20 「宇宙戦艦ヤマト」〜冒険物語の元型を訪ねて
21 グループ研究成果発表
22 修了式

※講座の順序や内容は都合により変更する場合あります。
※講座のほかに、グループ研究があります。

講座予定

 「市民による手作りの学校」を目指している市民大学。４年目となる平成24年度は、さらに講
座に磨きをかけて皆さんの応募をお待ちしています。

市民
大学

たのしい、うれしい、すばらしい

平成24年

5月開校
！！

行田

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ  

～
み
ん
な
の
あ
っ
た
か

     

ひ
と
工
夫
ひ
か
え
め
暖
房 

エ
コ
ラ
イ
フ
～
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
た
め
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う

不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
品
物
は

無
料
で
、
登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
な
お
、
規

格
や
大
き
さ
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
ア
イ
ロ
ン（
手
芸
用
）
▽
机（
会
議
用
）
▽
全

自
動
洗
濯
機　

▽
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
電

気
炊
飯
器　

▽
ド
レ
ッ
サ
ー（
い
す
付
き
）
▽

セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
物
干
し
竿（
ス
テ
ン

レ
ス
）２
本　

▽
お
ま
る　

▽
ベ
ビ
ー
カ
ー（
Ａ

型
・
Ａ
Ｂ
型
）
▽
子
ど
も
用
自
転
車
（
17
イ
ン

チ
男
児
用
）

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
自
転
車
（
大
人
・
折
り
た
た
み
・
電
動
）
▽
テ

レ
ビ
（
地
デ
ジ
・
液
晶
・
小
型
）
▽
カ
メ
ラ
（
デ

ジ
タ
ル
一
眼
レ
フ
・
デ
ジ
タ
ル
）
▽
家
庭
用
耕

運
機　

▽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
家
庭
用
製

め
ん
機　

▽
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
（
デ
ジ
タ
ル
）
▽

座
い
す
（
小
）
▽
ス
テ
レ
オ
ア
ン
プ　

▽
こ
た

つ
セ
ッ
ト　

▽
自
転
車
用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

（
後
用
）
▽
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
（
プ
ロ
パ
ン
）
▽

ク
リ
ア
ボ
ッ
ク
ス
（
押
し
入
れ
用
）
▽
子
ど
も

用
自
転
車
（
16
イ
ン
チ
女
児
向
け
・
14
イ
ン
チ

補
助
輪
付
き
）
▽
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
Ｄ

Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

▽
電
子
レ
ン
ジ　

▽
電
子
オ
ル
ガ
ン　

▽
万
歩

計　

▽
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト

レ
コ
ー
ダ
ー　

▽
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
具

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０

 

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

屋
内
全
般

リ
ビ
ン
グ

水
回
り

節
電
冬の

5％

電気
を上手

に使って暖かい冬を過ごそう

　東京電力管内における１月～３
月の電力供給は、3.6％～6.7％
の余力があることが見込まれて
いますが、昨年冬の最大電力から
5％削減を目安に、無理のない範
囲で節電のご協力をお願いします。

断熱など
・窓に空気層のある断熱シートを

張る
・暖房時にカーテンやブラインド

を閉める
・すき間テープなどを活用してす

き間風を防ぐ
・床に断熱シートやカーペットを

敷く

重
ね
着
、
湯
た
ん
ぽ
、

ひ
ざ
掛
け
な
ど
で

暖
か
く
し
よ
う
ね

熱
を
逃
が
さ
ず

冷
気
を
入
れ
な
い

▶問い合わせ　
　環境課環境政策担当☎556－9530

・電気ポットや炊飯ジャーの保温をやめる
・圧力鍋を活用して調理時間を短くする
・食器洗いでお湯を出しっぱなしにしない

・節水シャワーヘッドを取り付け、使うお湯の量を減らす
・家族が続けて入り風呂の追い炊きをしない

・保温便座の温度設定を下げ、使わないときには保温便座の
　ふたを閉める

台所

お風呂

トイレ

・エアコンのフィルターをこまめに
清掃する

・暖房の温度設定を控えめ(目安は
20度)にし、こたつや電気カー
ペットなど効率のよい部分暖房器
具を活用する

・暖房時に部屋のドアやふすまを閉
め、暖房範囲を小さくする

・扇風機などを使い、天井付近の暖
かい空気を室内に循環させる

・使用時間を可能な限り短くする

暖房

・使用時間を可能な
限り短くする

照明

・つけっぱなしにし
ない

・見る番組を絞る

テレビ


